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新型コロナで
欠勤した場合

傷病手当金の取扱いは
どうなるか？

健
康
保
険
の

傷
病
手
当
金
と
は

　

健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
休
業
し
た
場
合

に
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
傷
病

手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
濃
厚
接

触
者
と
な
っ
た
場
合
や
後
遺
症
が
残
っ

た
場
合
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

傷
病
手
当
金
と
は
、
健
康
保
険
の
被

保
険
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
、
支
給
要
件
・
支
給
額
等
は
図
表
１

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
期
間

は
、
こ
れ
ま
で
、
途
中
受
給
し
て
い
な

い
期
間
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
支
給

開
始
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
６
か
月
が

経
過
す
る
ま
で
」
で
し
た
が
、
法
改
正

に
よ
り
、
こ
と
し
１
月
か
ら
「
支
給
開

始
日
か
ら
通
算
し
て
１
年
６
か
月
」
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
（
図
表
２
）。

　

た
だ
し
、
支
給
を
開
始
し
た
日
が
令

和
２
年
７
月
１
日
以
前
の
場
合
に
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
支
給
を
開
始
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
、
最
長
１
年
６
か
月
と

傷病手当金は、被保険者が病気やケガのために会社を
休み、事業主から十分な報酬が受けられない場合に支
給されます。新型コロナに感染した場合にも支給され
ますが、その要件や留意点を確認します。

図表１　傷病手当金の支給要件、支給額、支給期間

図表２　傷病手当金の支給期間の考え方

 【支給要件】
⑴　�業務外の事由による病気やけがの療養のための休業であること
⑵　�労務不能（仕事に就くことができない）であること
⑶　�連続する3日間を含み、4日以上労務不能であったこと
⑷　�休業した期間について給与の支払いがないこと（給与の一部が支
払われている場合は、傷病手当金から当該給与額を減額して支給）

 【支給額】
⃝標準報酬日額の３分の２
（標準報酬日額とは、支給開始日以前の12か月分の標準報酬月額の平
均額を30で割ったもの［賞与は除く］。健康保険組合などでは、これに
付加金が加わることもある）

 【支給期間】
⃝支給開始日から通算して１年６か月

五井　淳子
アクティ労務管理事務所
特定社会保険労務士

待期

支給 支給

支給開始日
▼

支給開始日から通算して1年6か月まで支給される

欠勤 欠勤出勤
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者
に
対
し
て
も
、
２
０
２
０
年
１
月
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

労
務
不
能
に
な
っ
た
場
合
等
に
限
り
、

特
例
と
し
て
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
図
表
３
）。

な
お
、
自
営
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
新

入
社
員
な
ど
で
直
近
３
か
月
間
の
給
与

収
入
が
な
い
場
合
は
対
象
外
で
す
。

後
遺
症
に
よ
る

休
業
の
場
合

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、

回
復
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
重
い
後
遺
症
の
た
め

に
労
務
不
能
で
休
業
し
た

場
合
も
、
支
給
要
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
、
傷
病
手

当
金
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

後
遺
症
に
よ
る
休
業
で

傷
病
手
当
金
を
申
請
す
る

場
合
は
医
療
機
関
を
受
診

し
、
当
該
後
遺
症
に
よ
り

労
務
が
不
能
で
あ
る
こ
と

を
医
師
に
証
明
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険

や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
加
入
者
に
つ
い
て
は
、

後
遺
症
に
よ
る
労
務
不
能

併
せ
て
提
出
し
ま
す
。

　

一
方
、
被
用
者
（
勤
務
先
か
ら
給
与

を
も
ら
っ
て
い
る
人
）
で
あ
っ
て
も
、

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
原
則
と
し

て
、
傷
病
手
当
金
を
受
給
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
た
め
、「
安
心
し
て
休
め
な

い
」「
生
活
へ
の
不
安
か
ら
無
理
し
て

就
労
し
、
か
え
っ
て
感
染
を
拡
大
さ
せ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
懸

念
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
被
用

な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

休
業
と
傷
病
手
当
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る

休
業
で
傷
病
手
当
金
の
支
給
対
象
と
な

る
の
は
、
被
保
険
者
の
う
ち
、

①�　
自
覚
症
状
が
あ
り
、
労
務
不
能
で

あ
る
（
自
覚
症
状
＝
37
・
５
度
以
上

の
発
熱
ま
た
は
強
い
倦
怠
感
、
息
苦

し
さ
（
呼
吸
困
難
）
が
あ
る
）

②�　
自
覚
症
状
は
な
い
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
結
果
「
陽
性
」
と
な
っ
た

の
い
ず
れ
か
で
、
傷
病
手
当
金
の
支
給

要
件
（
図
表
１
）
を
満
た
し
て
い
る
場

合
で
す
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
医
師
か
ら
「
労
務
不

能
の
証
明
」
を
受
け
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
場
合
、
ホ
テ
ル
や
自

宅
で
療
養
し
て
い
て
医
療
機
関
を
受
診

で
き
ず
医
師
に
よ
る
「
労
務
不
能
の
証

明
」
が
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、「
療
養
状
況
申

立
書
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

用
）」
に
症
状
や
療
養
の
経
過
等
を
記

載
・
添
付
し
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

そ
の
際
、
保
健
所
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

陽
性
に
関
す
る
証
明
書
や
、
療
養
し
て

い
た
期
間
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
コ
ピ
ー
も

に
対
す
る
傷
病
手
当
金
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

濃
厚
接
触
者
へ
は

支
給
さ
れ
な
い

　

い
わ
ゆ
る
「
濃
厚
接
触
者
」
に
つ
い

て
は
、
こ
と
し
３
月
現
在
、
原
則
７
日

間
（
社
会
機
能
維
持
者
に
つ
い
て
は
５

日
間
）
の
自
宅
待
機
と
健
康
観
察
が
行

政
か
ら
指
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
、

就
労
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
傷
病
手
当
金
は
、
あ
く
ま

で
も
「
業
務
外
の
事
由
に
よ
る
疾
病
、

負
傷
等
の
療
養
の
た
め
労
務
に
服
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
場
合
に
支
給
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
被
保
険
者
で
あ

る
濃
厚
接
触
者
自
身
が
発
熱
等
の
症
状

に
よ
り
「
労
務
不
能
で
あ
る
」
と
認
め

ら
れ
な
い
限
り
、
受
給
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

自
宅
待
機
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
濃

厚
接
触
者
自
身
の
健
康
状
態
に
問
題
が

な
く
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
業
務
を
行
な
っ

て
い
れ
ば
休
業
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
、
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
テ

レ
ワ
ー
ク
の
で
き
る
職
種
で
は
な
い
な

ど
の
理
由
で
休
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
に
は
、
当
該
休
業
期
間
中
は
「
給
与

も
傷
病
手
当
金
も
出
な
い
」
と
い
う
状

図表３　国民健康保険、後期高齢者医療制度による
　　　　傷病手当金

 【対象者】
被用者のうち、新型コロナウイルス感染症に感染した者、または発熱等
の症状があり感染が疑われる者で労務不能な場合

 【給対象となる日数】
労務に服することができなくなった日から起算して３日を経過した日か
ら労務に服することができない期間のうち、就労を予定していた日

 【１日当たりの支給額】
（直近の継続した３月間の給与収入の合計額÷就労日数）×（２／３）×
支給対象となる日数（支給額には上限あり）

 【特例適用期間】
2020年１月１日から2022年６月30日の間（ただし、入院が継続する
ときは最長で１年６か月まで）
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さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
感
染
者
で

は
な
く
、
か
つ
労
務
不
能
で
も
な
い
従

業
員
に
対
し
て
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
事
業
所
閉
鎖
が
「
使
用
者

の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
休
業
」

の
場
合
に
は
、
会
社
は
平
均
賃
金
の
６

割
以
上
（
休
業
手
当
）
を
支
払
う
必
要

が
あ
り
ま
す
（
労
働
基
準
法
26
条
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
事
業
所
閉
鎖
が
「
使
用
者
の

責
に
帰
す
べ
き
事
由
」
に
あ
た
る
か
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
当

初
か
ら
様
々
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
厚
生
労
働
省
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
企
業

の
方
向
け
）」
に
は
、
図
表
４
の
よ
う

な
指
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
事
業
所
閉
鎖
中

の
休
業
手
当
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事

情
や
社
会
情
勢
な
ど
を
勘
案
し
つ
つ
、

で
き
る
限
り
従
業
員
に
不
利
益
が
及
ば

な
い
よ
う
、
そ
の
支
給
等
に
つ
い
て
決

定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
休
業
手
当
を
支
払
っ
た
事
業

主
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
雇

用
調
整
助
成
金
（
ま
た
は
緊
急
雇
用
安

定
助
成
金
）
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
影
響
を
受
け
た
事
業
主
を
対
象
と
し

た
特
例
措
置
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
検
討
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

医
療
・
介
護
従
事
者
の

場
合

　

医
療
従
事
者
や
介
護
従
事
者
の
よ
う

に
、
日
常
的
な
業
務
そ
の
も
の
に
高
い

感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
職
種
の
場
合
、
陽

性
と
な
り
休
業
し
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
業
務
外
で
感
染
し
た
こ
と
が
明
ら

か
で
な
い
限
り
、
原
則
は
労
災
扱
い
と

な
り
ま
す
。

　

医
療
従
事
者
等
や
介
護
従
事
者
の
範

囲
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

医
療
従
事
者
等
＝
病
院
、
診
療
所
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
に
頻
繁
に
接
す
る
機
会
の

あ
る
医
師
そ
の
他
の
職
員
等

・�

介
護
従
事
者
（
高
齢
者
施
設
等
の
従

事
者
）
＝
介
護
保
険
施
設
等
、
高
齢

者
お
よ
び
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
が

集
団
で
居
住
す
る
施
設
で
従
事
す
る

者
等　

ほ
か

　
「
業
務
外
で
の
感
染
か
ど
う
か
」
は

個
別
に
判
断
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

労
災
の
申
請
先
で
あ
る
労
働
基
準
監
督

署
に
申
し
出
て
、
業
務
上
か
そ
う
で
な

い
の
か
の
判
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
そ

の
結
果
「
業
務
外
」
で
あ
る
と
認
定
さ

れ
た
場
合
に
は
、
傷
病
手
当
金
の
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

説
明
す
る
休
業
手
当
の
支
払
い
が
必
要

と
な
る
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
者
が
出
た
こ
と
に
よ
る

事
業
所
閉
鎖
の
場
合

　

事
業
所
内
で
感
染
者
が
出
た
た
め
、

や
む
を
得
ず
事
業
所
全
体
を
閉
鎖
し
た

な
ど
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

傷
病
手
当
金
は
、
前
述
の
よ
う
に
、

業
務
外
の
事
由
に
よ
る
疾
病
、
負
傷
等

の
療
養
の
た
め
、
被
保
険
者
が
労
務
に

服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
給
付

態
と
な
り
、
生
活
に
一
定
の
影
響
が
出

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
会
社
が
有
給
休
暇
の
取

得
を
促
進
し
た
り
（
強
制
は
で
き
な
い

の
で
、
あ
く
ま
で
も
促
進
の
の
ち
本
人

が
希
望
し
た
場
合
で
あ
る
こ
と
に
注

意
）、
法
定
の
有
給
休
暇
と
は
別
に
特

別
有
給
休
暇
を
与
え
る
な
ど
し
て
、
従

業
員
が
安
心
し
て
自
宅
待
機
で
き
る
よ

う
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
保
健
所
等
か
ら
自
宅
待
機
の

指
示
が
な
く
、
会
社
の
判
断
で
「
念
の

た
め
」
休
業
さ
せ
る
場
合
に
は
、
次
に

ご
い
　
じ
ゅ
ん
こ
　
就
業
規
則
作
成
、賃
金
制
度
・
人
事
評
価
制
度
設
計
、各
種
手
続
き
に
対
応
。

人
材
育
成
研
修
な
ど
を
通
じ
、働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
注
力
し
て
い
る
。

出典：��厚生労働省「新型コロナウイルスに関するＱ＆Ａ（企業の方向け）」

図表４�　事業の休止や営業自粛要請に伴う事業所閉鎖中
の休業手当の支給についての指針

問５　�新型コロナウイルス感染症によって、事業の休止などを余儀なく
され、やむを得ず休業とする場合等にどのようなことに心がけれ
ばよいのでしょうか。
　今回の新型コロナウイルス感染症により、事業の休止などを
余儀なくされた場合において、労働者を休業させるときには、労
使がよく話し合って労働者の不利益を回避するように努力する
ことが大切です。
　また、労働基準法第26条では（中略）不可抗力による休業の
場合は、使用者に休業手当の支払義務はありません。
　具体的には、例えば、海外の取引先が新型コロナウイルス感
染症を受け事業を休止したことに伴う事業の休止である場合に
は、当該取引先への依存の程度、他の代替手段の可能性、事業
休止からの期間、使用者としての休業回避のための具体的努力
等を総合的に勘案し、判断する必要があると考えられます。

問６　�新型インフルエンザ等対策特別措置法による対応が取られる中
で、協力依頼や要請などを受けて営業を自粛し、労働者を休業
させる場合、どのようなことに注意すべきですか。
　新型インフルエンザ等対策特別措置法による対応が取られる
中で、協力依頼や要請などを受けて営業を自粛し、労働者を休業
させる場合であっても、労使がよく話し合って、休業中の手当の
水準、休業日や休業時間の設定等について、労働者の不利益を
回避する努力をお願いします。
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